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　令和７年度の財政状況は、歳入では、給与所得の

上昇や市内企業の設備投資などにより、自主財源の

根幹をなす市税は大幅に増加すると見込んでいます。

　歳出では、東山代複合施設の建築工事が完了した

ことなどによる大幅な減少が見込まれますが、人件

費や扶助費などの義務的経費や、一部事務組合への

負担金、市民センターの改修、保育園の民営化に伴

う施設整備に要する経費などが大幅に増加します。

　こうしたなか、財政の健全性に配慮しながらも、

これまで積み立ててきた基金を活用しながら、伊万

里市が掲げる『６つのまちづくり』の実現に向けた

積極的な予算編成を行いました。

　その結果、今年度の一般会計予算は、総額 342億

8,500 万円で、令和６年度予算と比較し、0.1％の

増加となっています。

令和７年度当初予算総額

一 般一 般 会 計会 計 342342億億8,5008,500万円万円
350

320

290

250

0
令和３ （年度）令和４ 令和５ 令和７令和６

※令和４年度は６月補正後
（億円）

一般会計予算額の年度別推移一般会計予算額の年度別推移

276.4

295.2

342.9342.9342.5

317.0

繰入金
37億494万円

寄附金
30億2,000万円

分担金及び負担金
１億5,457万円

使用料及び手数料
３億4,156万円

諸収入ほか
5億2,023万円

歳　入

●市　税…………�個人と法人の市民税や固定資産税、たば
こ税などです。

●繰入金…………基金や特別会計からの繰入金です。
●寄附金…………�ふるさと応援寄附金など、個人や法人な

どから受ける金銭寄附です。
●使用料及び手数料…施設の使用料、戸籍や住民票の謄・

抄本の手数料などです。
●分担金及び負担金…災害復旧事業の負担金、保育園の入

所負担金などです。
●諸収入ほか……受託事業収入や雑入などです。
●地方交付税……�国が徴収した税金から、地方公共団体が

等しく事務を進められるよう一定の基準
で交付されるものです。

●国庫支出金……国からの負担金や補助金です。
●県支出金………県からの負担金や補助金です。
●市　債…………�市が行う事業の財源として、国や金融機

関などから借り入れる借入金です。
●地方譲与税ほか…地方譲与税や地方消費税交付金などです。

市税
76億8,618万円

教育教育費費
2929億億4,850万円4,850万円

衛生費
2424億億6,9476,947万円万円

土木費
19億4,301万円

諸支出金
７億4,325万円

消防費
12億4,016万円

農林水産業費
1111億億8,8858,885万円万円

商工費
７７億億6,8676,867万円万円

その他
１億593万円

歳出総額歳出総額
　 　 342342 億億
� 8,500� 8,500 万円万円

歳　出

●民生費	����社会福祉や児童福祉、生活保護など市民
の安定した生活を保障する経費です。

●総務費	����企画や男女協働、まちづくりなど、主に
総務部門に要する経費です。

●教育費	����小・中学校などの学校教育や社会教育、
保健体育など教育全般の経費です。

●衛生費	����保健衛生や、ごみの収集・処理などに要
する経費です。

●土木費	����道路や河川、住宅、公園、市街地などの
整備や維持管理に要する経費です。

●公債費	����借入金の返済に要する経費です。
●消防費	����火災など災害に対応するための経費です。
●農林水産業費	�農林水産業の振興に要する経費です。
●商工費	����商工業や観光の振興に要する経費です。
●諸支出金	���企業会計への繰出金などです。
●議会費	����議会運営に要する経費です。
●その他	����労働費や災害復旧費などです。

議会費
２億3,475万円

地方交付税
62億3,373万円

地方譲与税ほか
19億6,970万円

民生費民生費
123123億億8,6298,629万円万円

総務費総務費
8484億7,436万円億7,436万円

依存財源依存財源
188 億188 億
5,7525,752 万円万円
 （55.0％） （55.0％）

市債
20億6,270万円

国庫支出金金
56億5,092万円万円

県支出金
2929億億4,0474,047万円万円 自主財源自主財源

154154 億億
2,7482,748 万円万円
 （45.0％） （45.0％）

公債費
1717億億8,1768,176万万円円
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特
定
の
事
業
を
行
う
際
、
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
３
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
い
て
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
４
７
億
７
８
１
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
税
や
県
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
医
療
給
付

な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
、
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保

険
料
を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
納
付
す
る
会

計
で
す
。

令和７年度　当初予算額

※令和７年３月補正後の額です。

※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、佐賀

県、市中金融機関などです。

会計区分 現在高

企
業
会
計

 水道事業 58億 7,661万円

 工業用水道事業 69億9,291万円

 下水道事業 64億 5,834万円

計 193億 2,786万円

特
別
会
計

表
１

市
債
現
在
高

表３ 市債現在高

会計区分 現在高

 一般会計 231億 3,223万円

表２ 企業会計予算額

区 分 収益的収支 資本的収支

水
　
道
　
事
　
業

収　入 収　入

15億 648万円 ７億5,417万円

支　出 支　出

15億 648万円 20億   940 万円

工
業
用
水
道
事
業

収　入 収　入

10億 6,009万円 12億 2,563万円

支　出 支　出

10億 6,009万円 22億 2,297万円

下 

水 

道 

事 

業

収　入 収　入

13億 4,258万円 12億 7,596万円

支　出 支　出

13億 4,258万円 16億 5,205万円

企

業

会

計

表１ 特別会計予算額

特別会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 68億 7,746万円

介 護 保 険 60億 2,979万円

後 期 高 齢 者 医 療 18億　　56万円

計 147億 781万円

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
３
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と

お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事

業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を

行
う
会
計
で
す
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
を
維
持
管
理
す
る
た

め
、
使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、

事
業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど

を
行
う
会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、

そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国

や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
資

金
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
市

債
の
現
在
高
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

表
２

表
３  
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私
は
、
観
光
客
に
加
え
、
市
外
か

ら
の
通
勤
者
も
含
め
た
多
く
の
交

流
人
口
を
、
よ
り
結
び
つ
き
が
強

い
関
係
人
口
へ
と
深
化
さ
せ
、
更

に
は
、
定
住
人
口
へ
と
つ
な
げ
る
、

持
続
的
な
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
に
関
心
を
抱

く
人
た
ち
を
さ
ら
に
惹
き
つ
け

る
『
魅
力
あ
る
伊
万
里
市
づ
く
り
』

に
、
本
市
が
有
す
る
力
を
最
大
限

に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
何
よ
り
も
強
力
に
取
り

組
む
べ
き
施
策
は
、
や
は
り
『
子

育
て
応
援
』
で
、
東
山
代
小
学
校

等
複
合
施
設
の
供
用
開
始
や
東
陵

学
園
の
開
校
の
ほ
か
、
学
校
ト
イ

レ
の
改
修
や
屋
内
遊
び
場
の
整
備

な
ど
、
任
期
２
期
目
の
最
後
の
１

年
を
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
成
長

を
支
え
る
取
り
組
み
が
実
を
結

ぶ
、
集
大
成
の
年
と
し
ま
す
。

こ
こ
に
住
み
、
こ
こ
で
働
き
た
い
と
心
か
ら
感
じ
る
、

　
　
魅
力
あ
ふ
れ
る
伊
万
里
市
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
市
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
で
、
深
浦
弘
信

市
長
が
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
校
生
年
代
や
結
婚
、

出
産
を
望
む
人
へ
の
支
援
を
拡
充

す
る
な
ど
、
若
者
の
未
来
を
応
援

す
る
新
た
な
施
策
に
も
力
を
注
い

で
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
鍋
島
藩
窯
伊
万
里
開
窯

３
５
０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
も
あ
り
ま
す
。
近
世
陶
磁
の

至
宝
と
称
さ
れ
た
鍋
島
焼
の
伝
統

を
守
り
、
そ
の
価
値
を
次
世
代
に

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぐ
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
、
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
あ
る
福
岡
都
市
圏
へ
の
魅
力

発
信
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
本
市

へ
の
誘
客
を
図
り
、
賑
わ
い
の
創

出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
本
市
誕
生
か
ら
70
年
の
歳
月
を

経
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え

る
本
年
、
私
は
、
次
の
10
年
、
20

年
を
見
据
え
、
更
な
る
成
長
を
遂

げ
る
た
め
の
新
た
な
魅
力
を
生
み

出
し
、
次
代
の
伊
万
里
市
へ
の
礎

を
築
く
一
年
に
し
た
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
市
民
会
館
跡
地
の
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
ほ
か
、
地
域
が
共
助

で
支
え
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
健
全
な
財
政
基
盤
を
堅
持
す
る

こ
と
は
、
す
べ
て
の
施
策
の
根
幹
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
次
の
世
代
へ

と
力
強
く
つ
な
ぐ
た
め
、
本
市
の

活
力
あ
る
将
来
像
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
誰
も
が
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
、
こ
こ
に
住
み
、
こ
こ
で

働
き
た
い
と
心
か
ら
感
じ
る
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
伊
万
里
市
づ
く
り
に

向
け
、
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

　『
い
ま
り
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
年
版
』
で
は
、

５
つ
の
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
施
策
の
中
心
に

据
え
『
子
育
て
・
若
者
成
長
応
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
３
・
０
』
は
『
支
え
る
』

『
感
じ
る
』『
選
ば
れ
る
』
の
３
つ

の
柱
を
組
み
合
わ
せ
て
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
子
ど
も
の
成
長
と
子
育

て
を
『
支
え
る
』
取
り
組
み
と
し

て
、
順
次
拡
充
し
て
き
た
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
に
高
校
生
年
代
の

通
院
費
な
ど
を
新
た
に
追
加
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
支

援
の
対
象
と
し
ま
す
。

　
中
学
３
年
生
な
ど
の
給
食
費
の

無
償
化
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
学
校
と
保
育
施
設
の
給
食
費

へ
の
支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
令

和
４
年
に
民
営
化
し
た
い
ま
り
保

育
園
、
牧
島
保
育
園
と
南
波
多
保

育
園
の
新
施
設
の
整
備
を
支
援

し
、
令
和
７
年
度
中
に
は
、
牧
島

保
育
園
と
南
波
多
保
育
園
の
園
舎

が
完
成
予
定
で
す
。

　
働
く
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
病
児
保
育
を
開
始
す

る
事
業
者
を
支
援
す
る
ほ
か
、
人

材
派
遣
を
活
用
し
て
公
立
保
育
園

の
保
育
士
を
確
保
し
ま
す
。

　
婚
活
に
関
す
る
会
員
登
録
料
や

結
婚
新
生
活
へ
向
け
た
引
越
費
用

な
ど
の
支
援
を
開
始
す
る
ほ
か
、
不

妊
治
療
に
加
え
、
県
内
で
初
め
て

不
妊
検
査
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
若
者
が
伊
万
里
で
子
育

て
し
た
い
と
『
感
じ
る
』
取
り
組

み
と
し
て
、
市
外
へ
の
進
学
に
よ

り
一
部
で
定
員
割
れ
が
続
く
市
内

高
等
学
校
の
魅
力
を
高
め
る
た

め
、
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

全
体
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
学

習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
小
学
生
が
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
伊

万
里
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
市
内
企

業
の
工
場
見
学
を
実
施
す
る
ほ
か
、

中
学
生
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
の

操
作
を
通
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
へ

の
関
心
を
高
め
る
学
習
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
英
語
学
習
に
伸

び
し
ろ
が
あ
る
中
学
生
の
検
定
受
験

を
後
押
し
し
ま
す
。

　
次
に
、
子
育
て
の
場
に
『
選
ば
れ

る
』
取
り
組
み
と
し
て
、
㈱
名
村
造

船
所
の
寄
附
を
活
用
し
、
就
学
前
子

ど
も
向
け
の
屋
内
遊
び
場
を
市
民
セ

ン
タ
ー
内
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

伊
万
里
小
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
ト

イ
レ
の
洋
式
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、

開
校
す
る
東
陵
学
園
へ
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
や
通
学
路
で
あ
る
市
道

提
川
・
川
西
線
を
整
備
し
ま
す
。

　
東
山
代
小
学
校
等
複
合
施
設

は
、県
内
初
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
た
施
設

で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
　
所
信
表
明

第
１
『
未
来
を
託
す

子
育
て
応
援
都
市
』

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

【
主
な
施
策
】

↑�南波多郷学館で開かれたロボットプ
ログラミング出前授業での１コマ
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第１回定例会　深浦市長所信表明

点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
会
館
跡
地
へ
の

複
合
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
国

見
台
公
園
の
総
合
整
備
に
向
け
た

準
備
を
進
め
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
体

育
施
設
な
ど
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を

本
格
的
に
運
用
開
始
す
る
ほ
か
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
な
ど
に
悩
み
を
抱
え
る

人
が
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、

本
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

相
談
体
制
を
整
備
す
る
ほ
か
、
地
図

情
報
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
『
い
ま
り
ん

マ
ッ
プ
』
の
道
路
情
報
を
拡
充
し

ま
す
。
ま
た
、
市
内
進
出
の
Ｉ
Ｔ

企
業
と
連
携
し
、
Ａ
Ｉ
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
な

ど
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
伊
万
里
牛
の
出
荷
頭
数
の
維
持
と

子
牛
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
出
荷

頭
数
や
成
績
に
応
じ
て
奨
励
金
を
加

算
す
る
ほ
か
、
伊
万
里
梨
の
栽
培
農
家

や
面
積
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
果
樹
の
改
植
や
機
械
導
入
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
軽
減
に
向
け
た
捕
獲
報
償
金
の
増

額
を
は
じ
め
、
農
地
の
大
区
画
化
に
よ

り
経
営
の
安
定
化
を
図
る
瀬
戸
地
区

の
農
地
の
再
整
備
を
促
進
す
る
ほ
か
、

就
農
希
望
者
の
研
修
を
受
け
入
れ
る

ト
レ
ー
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
年
、
大
川
内
山
は
佐
賀
藩
の

藩
窯
と
し
て
開
か
れ
３
５
０
年
を

迎
え
ま
す
。
鍋
島
焼
の
伝
統
を
次

の
４
０
０
周
年
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
、

ト
ー
タ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
招
へ

い
や
情
報
発
信
な
ど
を
支
援
す
る

ほ
か
、
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業

会
館
の
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
焼
き
物
の
ま
ち
と
し
て

の
高
い
知
名
度
か
ら
、
食
品
を
除
く

産
品
想
起
率
で
全
国
７
位
の
位
置

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
さ
ら
に
い
か
す
必
要
が
あ
り
、

伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
伝
え

る
福
岡
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
食
を
中

心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

ほ
か
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
道
の
駅
伊
万
里
『
伊
万
里
ふ
る
さ

と
村
』と
の
連
携
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

す
る
た
め
農
家
民
宿
の
実
践
者
を

確
保
し
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
を
有
す
る
民
間
ホ
テ
ル
建

設
計
画
に
併
せ
て
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
を
改
修
す
る
ほ
か
、
市
民
会
館

跡
地
の
複
合
施
設
や
店
舗
集
積
が

続
く
松
島
エ
リ
ア
な
ど
、
市
街
地
の

点
を
線
と
し
て
つ
な
げ
、
観
光
客

だ
け
で
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
魅

力
を
感
じ
る
ま
ち
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
コ
ン
テ
ナ

助
成
な
ど
を
行
う
佐
賀
県
伊
万
里

港
振
興
会
と
強
力
に
連
携
し
、
コ

ン
テ
ナ
貨
物
の
取
扱
量
の
増
加
と

新
規
航
路
の
開
設
を
目
指
し
ま

す
。
浦
ノ
崎
地
区
の
早
期
開
発
や

官
民
一
体
で
設
立
し
た
協
議
会
、

ウ
ィ
ン
ド
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
洋
上
風
力
発
電
関
連
産
業

の
誘
致
に
向
け
た
研
究
や
フ
ェ

リ
ー
・
Ｒ
Ｏ
‐
Ｒ
Ｏ
船
航
路
の
活

用
に
つ
い
て
国
や
佐
賀
県
と
連
携

し
て
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
伊
万

里
港
の
将
来
を
見
据
え
た
港
湾
計

画
の
改
訂
を
促
進
し
ま
す
。

　
伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
や

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
、
福
田
マ
リ
ー

ナ
の
一
体
的
な
活
用
を
図
る
た

め
、
佐
賀
県
と
連
携
し
て
、
民
間

活
力
を
取
り
入
れ
た
施
設
整
備
の

可
能
性
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
昼
間
の
人
口
が
夜
間
よ
り
多

く
、
市
外
か
ら
１
万
人
近
く
が
通

勤
す
る
本
市
の
特
徴
を
い
か
す
た

め
、
引
き
続
き
、
各
種
移
住
支
援

金
の
周
知
を
は
じ
め
、
市
外
在
住

者
が
本
市
の
実
家
へ
移
住
す
る
際

の
住
宅
改
修
な
ど
を
支
援
す
る
ほ

か
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
開
催
や

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
窓
口
の
開

設
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
就
職
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
高
等
教
育
機
関
が
限
ら
れ
た
本
市

に
お
い
て
、
大
学
生
な
ど
を
中
心
に

賑
わ
い
を
生
み
出
し
関
係
人
口
を
創

出
す
る
た
め
、
市
内
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地
元

企
業
と
連
携
し
た
特
産
品
の
開
発
を

促
進
す
る
な
ど
、
若
者
の
視
点
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
防
災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
の
通
信

指
令
セ
ン
タ
ー
の
県
内
共
同
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ

か
、
消
防
団
員
の
装
備
品
の
拡
充

に
よ
り
活
動
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
市
民
図
書
館
は
、
７
月
に
開
館

30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
年
間
を
通

し
た
記
念
事
業
を
開
催
す
る
ほ

か
、
環
境
学
習
の
拠
点
と
な
る

カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
新
た
な
学

び
の
場
を
創
出
し
ま
す
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
』
を
行
い
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
と
し
て
家
庭
用
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
買
替
を
促
進
し
ま
す
。

　
買
い
物
や
通
院
支
援
な
ど
、
共
助

で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
、
ま
ず
は
松
浦
町

と
山
代
町
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

他
地
区
へ
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
私
は
、
伊
万
里
市
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
推
進
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

輝
き
、
住
み
続
け
た
い
、
そ
し
て

訪
れ
た
い
ま
ち
と
し
て
、
将
来
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
持
続
可
能
な
伊
万
里
市
づ
く

り
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
更
な
る
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

第
２
『
未
来
を
先
取
る

デ
ジ
タ
ル
都
市
』

第
３
『
競
争
に
打
ち
勝
つ

産
業
都
市
』

第
４
『
世
界
に
向
け
た

港
湾
都
市
』

第
５
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ推

進
都
市
』

↑�オープン初日、多くの買い物客
でにぎわった『伊万里ふるさと村』

↑�伊万里港七ツ島地区
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安
心
で
健
や
か
な

安
心
で
健
や
か
な
暮
ら
し

暮
ら
し
づ
く
り

づ
く
り

まちづくりの目標まちづくりの目標１１　
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
本
市

で
活
動
す
る
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し

く
い
き
い
き
と
輝
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
『
安
心
で
健
や
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
』

を
進
め
ま
す
。

▼
市
民
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に
健

康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
各
種
保
健
事
業
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
や
医
療
機
関
と

一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
活
動
や

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進

し
ま
す
。

▼
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
支

援
が
必
要
な
人
が
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
な
相
談
・
支
援
体
制
の

構
築
を
進
め
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
子
ど
も
を
健

や
か
に
育
て
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
つ
い
て

は
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
社
会
全
体
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
担
い
手
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
子
ど
も
の
屋
内
遊
び
場
管
理
運
営
事
業【
新
】

１
０
５
１
万
円

　�

子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
遊
び
場
を
提
供

し
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
を
促
す
と
と

も
に
、
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
市
民
セ

ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
屋
内

遊
び
場
を
開
設
し
、
運
営
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
１
０
０
０
万
円

　
市
51
万
円
　
　
　
　
　
▼
子
育
て
支
援
課

●
障
が
い
者
（
児
）
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

16
億
１
５
８
６
万
円

　�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
が
い

者
の
自
立
や
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
障
が
い
者
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

介
護
給
付
費
な
ど
を
給
付
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
８
億
６
９
５
万
円

　
県
４
億
３
４
７
万
円
　

　
市
４
億
５
４
４
万
円
　
　
　
▼
福
祉
課

●�

障
が
い
児
通
所
給
付
事
業 

　
　
　
　
　

　                     

４
億
１
６
８
７
万
円

　�

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
障
が
い
児
な
ど

の
療
育
を
支
援
す
る
た
め
、
障
が
い
児
な

ど
の
保
護
者
に
対
し
て
、
障
が
い
児
通
所

給
付
費
な
ど
を
給
付
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
２
億
７
９
６
万
円
　

　
県
１
億
３
９
８
万
円

　
市
１
億
４
９
３
万
円

▼
福
祉
課

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

２
億
６
５
９
３
万
円

　�

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
さ
ら
な
る

軽
減
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
高
校
生
年

代
の
通
院
と
調
剤
を
助
成
対
象
と
し
て
拡

大
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
４
２
７
６
万
円
　

　
繰
入
金
１
億
７
３
１
０
万
円
　

　
諸
収
入
４
万
円

　
市
５
０
０
３
万
円
　
　
▼
子
育
て
支
援
課

●�

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業

５
７
６
０
万
円

　�

保
育
士
の
業
務
の
負
担
軽
減
や
保
育
環
境

の
向
上
を
図
る
た
め
、
私
立
保
育
所
な
ど

に
対
し
て
、
保
育
補
助
者
の
雇
用
、
保
育

支
援
者
の
雇
用
、
設
備
の
更
新
な
ど
に
要

す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
９
万
円
　

　
県
４
７
４
１
万
円
　
市
１
０
１
０
万
円

▼
子
育
て
支
援
課

●
病
児
保
育
事
業
（
病
児
保
育
事
業
費
補
助

　
金
）【
新
】　
　
　
　
　
　
　
８
２
１
万
円

　
子
ど
も
が
病
気
の
際
に
、
保
護
者
が
就

労
な
ど
に
よ
り
自
宅
で
の
保
育
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
の
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
病
児
保
育
を
実
施
す
る
事
業
者

に
対
し
、
事
業
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

　�

財
源
　
国
２
７
４
万
円
　
県
２
７
４
万
円

市
２
７
３
万
円
　
　
▼
子
育
て
支
援
課
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●
�

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
き
ら
ら
管
理
運
営

　
事
業

１
４
４
０
万
円

　
生
活
や
学
習
な
ど
の
環
境
に
課
題
を
抱
え

　
る
子
ど
も
に
対
し
、
家
で
も
学
校
で
も
な

　
い
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供
し

　
ま
す
。
運
営
全
般
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

　
理
者
に
委
託
し
ま
す
。

　�

財
源
　
諸
収
入
１
４
４
０
万
円
　
　

　
　
　
　 

▼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

●
私
立
保
育
園
等
支
援
事
業
（
保
育
所
等
運

　
営
費
負
担
金
）

25
億
７
６
７
２
万
円

　�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
市

内
の
児
童
が
私
立
保
育
所
等
に
入
所
す
る

場
合
、
そ
の
児
童
に
係
る
保
育
給
付
費
な

ど
を
負
担
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
13
億
１
４
２
３
万
円
　

　
県
５
億
５
４
８
９
万
円
　

　
市
７
億
７
６
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
子
育
て
支
援
課

●
児
童
手
当
支
給
事
業

13
億
１
０
１
５
万
円

　�

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る
た
め
、
高
校
生
年
代
ま
で
の

児
童
を
対
象
に
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
10
億
５
８
６
７
万
円
　

　
県
１
億
２
４
１
７
万
円
　

　
市
１
億
２
７
３
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
子
育
て
支
援
課

●�

生
活
保
護
費
支
給
事
業９

億
６
８
７
６
万
円

　�

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
最
低
限
度
の
生

活
を
保
障
し
、
自
立
を
助
長
す
る
た
め
に

生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
７
億
２
６
５
７
万
円

　
県
１
８
６
５
万
円
　

　
市
２
億
２
３
５
４
万
円

▼
福
祉
課

●�

不
妊
治
療
等
エ
ン
ゼ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業            

１
７
５
万
円

　
出
産
を
希
望
す
る
夫
婦
に
対
し
、
不
妊
検

査
や
治
療
に
係
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
７
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
▼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

●
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業  

３
８
１
０
万
円

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ

妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
経
済
的
支
援
と
し

て
妊
婦
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　�
財
源
　
国
３
６
０
５
万
円
　

　
県
１
０
２
万
円
　
市
１
０
３
万
円

▼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

●
伊
万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合
運
営

　
負
担
金

２
億
４
７
２
４
万
円

　
病
院
事
業
を
行
う
伊
万
里
・
有
田
地
区
医

療
福
祉
組
合
に
対
し
て
、
そ
の
運
営
に
要

す
る
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

　�

財
源
　
市
２
億
４
７
２
４
万
円

▼
市
民
課

●
予
防
接
種
事
業

１
億
９
０
５
５
万
円

　
感
染
症
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
小
児

な
ど
へ
の
各
種
予
防
接
種
、
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　�

財
源
　
国
６
万
円
　
県
22
万
円

　
市
１
億
９
０
２
７
万
円

▼
健
康
づ
く
り
課
・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。

令和７年度　主な施策と予算
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●
教
科
書
購
入
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
２
１
万
円

　
令
和
７
年
度
に
行
わ
れ
る
中
学
校
の
教
科

　
書
の
全
面
改
訂
な
ど
に
伴
い
、
教
師
用
教

　
科
書
や
指
導
書
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、

　
児
童
生
徒
の
学
習
へ
の
興
味
や
関
心
を
高

　
め
、
多
く
の
資
料
・
情
報
を
素
早
く
提
供

　
す
る
こ
と
で
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
デ

　
ジ
タ
ル
教
科
書
を
購
入
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
３
２
０
０
万
円
　

　
市
21
万
円
　              

▼
学
校
教
育
課

●
市
内
高
等
学
校
支
援
事
業
【
新
】

２
０
４
万
円

　
市
外
へ
の
進
学
に
よ
り
定
員
割
れ
が
続
く

市
内
高
等
学
校
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、

企
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
全
体
が
連
携

し
、
高
校
生
に
新
た
な
学
習
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
次
世
代
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
高
校
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
支
援
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

当
事
者
と
し
て
の
意
識
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
２
０
０
万
円
　
市
４
万
円

▼
企
画
政
策
課

まちづくりの目標

創
造
的
で
心
豊
か
な

創
造
的
で
心
豊
か
な
ひ
と
ひ
と
づ
く
り

づ
く
り

２２　　
市
民
一
人
一
人
が
、
み
ず
か
ら
が
住

む
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
持
ち
、
個

性
や
能
力
を
伸
ば
し
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
『
創
造
的
で
心
豊
か
な
ひ
と

づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
学
び
、
社

会
で
求
め
ら
れ
る
能
力
を
身
に
付
け
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▼
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ
て

学
び
、自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
で
、

充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
効
果
的
な
生
涯
学
習
に
関

す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
保
存
と
継

承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
固
有

の
資
源
の
活
用
を
は
じ
め
、
国
際
的

な
交
流
の
ほ
か
、
文
化
・
芸
術
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
こ
と
で
、

市
民
が
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の

た
め
啓
発
を
推
進
し
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
の
実
現

を
図
り
ま
す
。

●
小
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　   

１
億
９
９
８
９
万
円

　
学
校
施
設
の
教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
伊
万
里
小
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
な
ど
の
改
修
と
下
水
道
へ
の
接

続
工
事
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
国
２
３
４
６
万
円

　
繰
入
金
４
４
２
０
万
円

　
市
債
１
億
３
２
２
０
万
円
　

　
市
３
万
円
　
　
　
▼
教
育
総
務
課

●
小
・
中
学
校
遠
距
離
児
童
生
徒
通
学
支
援

　
事
業
　
　
　
　
　
　
１
億
３
４
４
９
万
円

　�

学
校
統
合
に
よ
り
遠
距
離
通
学
と
な
っ
た  

児
童
生
徒
に
公
共
交
通
機
関
利
用
に
要
す

る
経
費
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交

通
機
関
が
な
い
地
域
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
を
運
行
し
ま
す
。

　�
財
源
　
県
５
３
１
万
円
　

　
繰
入
金
１
億
２
７
８
０
万
円

　
市
１
３
８
万
円         

▼
学
校
教
育
課

●
学
力
向
上
対
策
事
業
【
新
】

５
２
５
万
円

　
中
学
生
の
英
語
学
力
向
上
の
た
め
、
生
徒

　�

が
受
験
す
る
英
語
検
定
の
受
験
料
を
、
３

級
か
ら
５
級
を
全
額
、
準
２
級
以
上
を
半

額
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
５
２
０
万
円
　

　
市
５
万
円
　              

▼
学
校
教
育
課

●
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
推

　
進
事
業                  

２
４
８
万
円

　
主
体
的
に
考
え
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
能
力

を
育
成
す
る
『
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
』
を
推
進
す
る
た
め
に
、
中

学
校
と
義
務
教
育
学
校
に
市
内
Ｉ
Ｔ
企
業

か
ら
講
師
を
招
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
４
０
万
円
　
市
８
万
円

▼
学
校
教
育
課
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●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
図
書
館
伊
万
里

塾
【
新
】）・
図
書
館
開
館
30
周
年
記
念
事

業
【
新
】

80
万
円

　
令
和
７
年
７
月
に
市
民
図
書
館
が
開
館
30

周
年
を
迎
え
る
こ
と
、
ま
た
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
が
開
始
か
ら
20
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、
公
開
講
座
を
６
回
開
催

し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
74
万
円
　

　
市
６
万
円

▼
市
民
図
書
館

●
図
書
館
改
修
事
業
（
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）　

２
５
３
万
円

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
推
進
す
る
拠

　
点
施
設
と
し
て
市
民
図
書
館
を
整
備
す
る

　
た
め
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
５
０
万
円
　

　
市
３
万
円

▼
市
民
図
書
館

●
文
化
芸
術
大
会
出
場
支
援
事
業
【
新
】

７
万
円

　
高
校
生
ま
で
の
児
童
生
徒
の
文
化
芸
術

活
動
に
お
い
て
、
全
国
大
会
な
ど
に
出
場

す
る
た
め
の
交
通
費
や
宿
泊
費
を
補
助

し
ま
す
。

　
財
源
　
市
７
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
生
涯
学
習
課

●
前
田
家
住
宅
庭
園
調
査
事
業
【
新
】46

万
円

　
主
屋
な
ど
が
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
る
前
田
家
住
宅
に
つ
い
て
、
庭
園

の
保
護
の
必
要
性
を
検
討
す
る
た
め
、
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
46
万
円

　
　
　
　
　
▼
生
涯
学
習
課

●
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業
　
１
７
０
万
円

　�

市
民
と
市
外
の
高
校
生
な
ど
と
の
合
同
練

習
な
ど
に
よ
る
競
技
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
経
済
的
効
果
の
増
大
や
市
街
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
１
７
０
万
円   ▼

ス
ポ
ー
ツ
課

●

学
校
給
食
運
営
委
員
会
支
援
事
業
（
学
校

給
食
費
高
騰
対
策
補
助
金
）５

３
５
８
万
円

　
物
価
高
騰
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
、
令
和

　
６
年
度
と
２
年
続
け
て
学
校
給
食
費
が
改

　
定
さ
れ
、
子
育
て
家
庭
の
負
担
が
増
加
し

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
急
激
な
負
担
増
を
軽

　
減
す
る
た
め
、
給
食
費
の
値
上
げ
分
の
２

　
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
進
学
な

　
ど
に
向
け
特
に
経
済
的
負
担
が
大
き
い
中

　
学
校
３
年
生
と
義
務
教
育
学
校
９
年
生
の

　
給
食
費
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
臨
時
交
付
金
１
８
１
１
万
円

　
繰
入
金
３
３
７
５
万
円
　
市
１
７
２
万
円

▼
学
校
教
育
課

●

�

東
山
代
小
学
校
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー
等
複
合
施
設
整
備
事
業

４
億
６
０
８
３
万
円

　�

老
朽
化
し
た
東
山
代
小
学
校
や
東
山
代
児

童
ク
ラ
ブ
、
東
山
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
３
施
設
の
複
合
施
設
の
建
設
工
事

を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
旧
施
設
の
解

体
と
屋
外
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
２
０
０
０
万
円
　

　
繰
入
金
４
４
６
３
万
円

　
市
債
３
億
９
６
２
０
万
円

　�

▼
地
域
づ
く
り
課
・
教
育
総
務
課

●

�

国
見
台
体
育
施
設
改
修
事
業８

５
０
０
万
円

　�

老
朽
化
が
著
し
い
国
見
台
陸
上
競
技
場
の

擁
壁
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
の

た
め
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
４
２
５
０
万
円
　

　
繰
入
金
４
３
０
万
円

　
市
債
３
８
２
０
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

令和７年度　主な施策と予算

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。9 広報伊万里 令和７年度 予算特集号



●

第
４
次
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

　
業
【
新
】　
　
　
　
　
　
８
６
６
６
万
円

　�

食
料
品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
中
、
市

民
の
消
費
生
活
を
下
支
え
し
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　�

財
源
　
臨
時
交
付
金
７
６
６
６
万
円
　

　
市
１
０
０
０
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●�

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振

興
事
業
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
運
営
業
務

委
託
料
【
新
】、
伊
万
里
鍋
島
焼
伝
統
産
業

振
興
事
業
費
補
助
金
）　
２
２
５
０
万
円

　�

鍋
島
藩
窯
伊
万
里
開
窯
３
５
０
周
年
を
契

機
と
し
た
更
な
る
窯
業
振
興
や
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
企
業
等

委
託
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
て
産
地
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
伊
万

里
鍋
島
焼
協
同
組
合
に
よ
る
産
地
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
る
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
や
３
５
０
周
年
記
念
事
業
の
開
催
に

要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
２
５
０
万
円
　

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
漁
業
者
緊
急
支
援
事
業
【
新
】

75
万
円

　�

原
油
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
漁
業
経

営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
漁
業
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
佐
賀
玄
海
漁
業
協
同

組
合
波
多
津
支
所
が
行
う
漁
業
者
支
援
に

要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
臨
時
交
付
金
68
万
円
　
市
７
万
円

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
　
　
　
　
１
２
５
０
万
円

　
福
岡
都
市
圏
な
ど
か
ら
の
更
な
る
誘
客
を

図
る
た
め
、
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
営
業
活

動
を
行
う
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
時

代
の
潮
流
に
合
っ
た
方
法
で
福
岡
都
市
圏

を
拠
点
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

　�
財
源
　
繰
入
金
１
２
４
０
万
円
　
市
10
万
円

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

まちづくりの目標３３　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
生
活
の
豊

か
さ
や
都
市
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
本
市
の
資
源
や
特
性
を
い
か

し
た
『
活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り
』
を

進
め
ま
す
。

▼
第
１
次
産
業
に
お
い
て
、
価
格
の
低

迷
や
担
い
手
不
足
と
い
う
共
通
し
た
課

題
が
あ
る
中
、
効
率
的
で
安
定
的
な
経

営
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
地
場
商
工
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
や

伊
万
里
焼
の
伝
統
技
術
の
継
承
に
努
め

る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
ほ
か
、
新
た

な
雇
用
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

▼
伊
万
里
市
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、

外
国
人
を
含
め
た
観
光
客
の
受
入
体
制

の
整
備
や
観
光
情
報
の
効
果
的
な
発
信

な
ど
に
よ
り
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
本
市
の
発
展
の
歩
み
と
と
も
に
あ
る
伊

万
里
港
に
つ
い
て
は
、
貿
易
の
拡
大
と

施
設
の
整
備
促
進
に
よ
り
国
際
物
流
拠

点
と
し
て
の
地
位
向
上
を
図
り
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る

活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
産
業
づ
く
り

づ
く
り

●
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業21

万
円

　�

市
内
民
間
企
業
へ
の
就
職
を
検
討
し
て
い

る
県
外
在
住
者
や
そ
の
世
帯
員
に
対
し
、

週
末
を
利
用
し
た
企
業
訪
問
や
移
住
に
伴

う
生
活
環
境
の
確
認
の
た
め
、
市
内
宿
泊

施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
、
宿
泊
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
市
21
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
伊
万
里
牛
出
荷
奨
励
事
業

３
１
９
４
万
円

　�

伊
万
里
牛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
出
荷
数
量

の
維
持
と
、
伊
万
里
産
子
牛
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
出
荷
し
た
頭
数
や
成
績
に

応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
３
１
９
０
万
円
　

　
市
４
万
円

▼
農
業
振
興
課

10広報伊万里 令和７年度 予算特集号 



●
第
４
次
施
設
園
芸
等
燃
料
高
騰
対
策
支
援

事
業
【
新
】

１
１
４
６
万
円

　
原
油
価
格
の
高
止
ま
り
や
物
価
の
高
騰
に

よ
り
、
農
業
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る

施
設
園
芸
農
家
の
経
営
回
復
を
図
る
た

め
、
燃
料
の
購
入
に
か
か
る
経
費
を
支
援

し
ま
す
。

　
財
源
　
臨
時
交
付
金
１
０
４
７
万
円
　

　
市
99
万
円
　
　
　
　
　
　
▼
農
業
振
興
課

●
第
２
次
畜
産
農
家
配
合
飼
料
価
格
高
騰
対

策
支
援
事
業
【
新
】　
　  

２
７
１
１
万
円

　�

配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
農 

業
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産
農
家

の
営
農
継
続
を
図
る
た
め
、
配
合
飼
料
価

格
高
騰
分
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
財
源
　
臨
時
交
付
金
２
４
７
５
万
円
　

　
市
２
３
６
万
円

▼
農
業
振
興
課

●
農
地
・
水
保
全
管
理
支
援
事
業

１
億
４
９
１
１
万
円

　
農
地
、
農
業
用
施
設
な
ど
の
資
源
や
農
村

環
境
が
将
来
に
わ
た
っ
て
良
好
な
状
態
で

保
全
さ
れ
、
そ
の
質
的
な
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
実
施
組
織
の
事
業
に
要
す
る
経

費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
１
億
１
２
０
１
万
円
　
　

　
市
３
７
１
０
万
円
　
▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業１

５
０
８
万
円

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、
企
業

等
委
託
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
、
ま
ち
な
か
機
能
の
検
証
を
行
い
、

Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
や
商
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

業
な
ど
に
繋
が
る
取
組
策
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
商
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
空
き
店
舗
に
新
規
出
店
す
る
際
の

改
修
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
３
０
０
万
円
　

　
繰
入
金
１
２
０
０
万
円
　

　
市
８
万
円

　
　
　
　
　
　
▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
（
有
害
鳥
獣
対
策
事

業
費
補
助
金
）

　
１
８
３
３
万
円

　�

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
軽
減

し
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
有

害
鳥
獣
の
駆
除
や
被
害
防
止
対
策
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
８
３
３
万
円

▼
農
業
振
興
課

●

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
管
理
運

営
事
業
（
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会

館
改
修
等
）　
　
　
　
　  

５
６
５
３
万
円

　�

大
川
内
山
の
玄
関
口
で
あ
る
伊
万
里
・
有
田

焼
伝
統
産
業
会
館
に
お
い
て
、
鍋
島
焼
の
歴

史
・
価
値
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
機
能
を

強
化
し
、
市
内
外
に
向
け
て
本
市
の
伝
統
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
総
合
展
示
室
を
改

修
す
る
と
と
も
に
、
来
館
者
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
施
設
内
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境

整
備
や
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
４
９
１
万
円

　
市
債
４
４
０
０
万
円
　
市
７
６
２
万
円

　
　
　
　
　
　
▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●

�

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
【
新
】

２
９
２
万
円

　�

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
滞
在
型
観

光
を
強
化
し
、
観
光
消
費
額
や
交
流
人
口

の
増
加
を
図
る
た
め
、
農
家
民
宿
の
新
規

開
業
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
９
０
万
円
　
市
２
万
円

　�

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

●

�

伊
万
里
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

（
伊
万
里
港
コ
ン
テ
ナ
貨
物
助
成
事
業
負

担
金
）

２
１
４
６
万
円

　�

伊
万
里
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
の
増

大
を
図
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
輸
出

入
に
要
す
る
費
用
の
助
成
な
ど
を
行
う
佐

賀
県
伊
万
里
港
振
興
会
に
対
し
、
そ
の
経

費
を
負
担
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
１
４
０
万
円

　
市
６
万
円    

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
伊
万
里
湾
総
合
開
発
課

令和７年度　主な施策と予算

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。11 広報伊万里 令和７年度 予算特集号



●
バ
ス
交
通
支
援
事
業

８
９
３
６
万
円

　
不
採
算
バ
ス
路
線
の
維
持
や
地
域
が
行

　
う
バ
ス
の
運
行
に
要
す
る
経
費
を
補
助

　
し
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
８
９
３
０
万
円
　

　
市
６
万
円

▼
暮
ら
し
づ
く
り
課

●
道
路
管
理
事
業
（
単
独
）２億

３
９
２
３
万
円

　�

老
朽
化
し
た
道
路
照
明
灯
を
修
繕
す
る
ほ

か
、
市
内
全
域
に
係
る
市
道
の
維
持
補
修

な
ど
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
財
源
　
県
１
９
１
３
万
円
　

　
市
債
１
億
１
６
０
万
円
　

　
市
１
億
１
８
５
０
万
円
　
　
　 

▼
道
路
河
川
課

●
道
路
・
橋
り
ょ
う
総
務
事
業
（
公
開
用

道
路
台
帳
図
デ
ー
タ
作
成
業
務
委
託
料

【
新
】）　
　
　
　
　
　
　
　  

４
４
３
万
円

　�

道
路
台
帳
図
に
つ
い
て
、
閲
覧
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
の
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
を
活
用

し
、
道
路
台
帳
図
を
デ
ー
タ
化
し
、
い
ま

り
ん
マ
ッ
プ
に
公
開
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
２
２
１
万
円
　
市
２
２
２
万
円

　
　
　 

▼
道
路
河
川
課

●�

空
家
等
管
理
促
進
事
業
（
補
助
）

７
８
９
万
円

　�

専
門
家
に
よ
る
空
き
家
相
談
会
の
開
催

や
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
特
定
空
家
等
の

解
体
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
と
と
も

に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
の
充
実
に

向
け
、
物
件
見
学
時
に
助
言
な
ど
を
行
う

建
築
士
の
派
遣
、
空
き
家
の
家
財
処
分
な

ど
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、

相
続
放
棄
な
ど
に
よ
り
所
有
者
不
在
の
特

定
空
家
等
の
解
体
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
３
９
４
万
円
　
市
３
９
５
万
円

▼
都
市
政
策
課

生
活
の

生
活
の
基
盤
基
盤
づ
く
り

づ
く
り

まちづくりの目標
　
市
民
の
日
常
の
暮
ら
し
を
守
り
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
努
め
適
正
に
維
持
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
『
生
活
の
基
盤
づ
く
り
』

を
進
め
ま
す
。

▼�

西
九
州
自
動
車
道
の
延
伸
や
幹
線
道
路

の
整
備
に
よ
り
安
全
か
つ
迅
速
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
と
と
も

に
、
利
便
性
が
高
く
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
網
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

▼�

老
朽
化
が
進
む
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
資
産
や
、
公
共
建
築
物
の

効
率
的
な
維
持
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▼�

用
途
地
域
に
基
づ
く
開
発
の
促
進
や
都

市
計
画
施
設
の
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
秩

序
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

▼�

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
快
適
で
安
全

に
利
用
で
き
る
公
園
施
設
の
計
画
的
な

更
新
や
維
持
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼�

低
家
賃
で
良
質
な
市
営
住
宅
の
供
給

に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
環
境
に
お

け
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
相
談
体
制
の
整
備
を
図
る
ほ
か
、

増
加
が
見
込
ま
れ
る
空
き
家
な
ど
に

つ
い
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
所
有
者
に

適
正
な
管
理
を
指
導
す
る
な
ど
、
安

全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

４４

●
市
営
住
宅
改
修
事
業
（
社
会
資
本
整
備
総

　
合
交
付
金
）

１
億
４
２
８
万
円

　�

市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
伊

万
里
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
市
営
住
宅
を

改
修
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
４
４
９
０
万
円
　

　
市
債
５
２
７
０
万
円
　
諸
収
入
42
万
円

　
市
６
２
６
万
円
　
　
　
　 

▼
施
設
営
繕
課

●
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
（
単
独
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　          

２
３
９
５
万
円

　�

通
学
路
な
ど
の
市
道
で
、
交
通
事
故
の
減

少
と
歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
交
通
安
全
施
設
（
防
護
柵
や
区
画
線
、

反
射
鏡
な
ど
）
を
設
置
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
３
９
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

▼
道
路
河
川
課

５５
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●
家
庭
系
生
ご
み
減
量
化
促
進
事
業
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
90
万
円

　�

家
庭
か
ら
の
生
ご
み
排
出
量
を
減
ら
し
、

一
般
廃
棄
物
の
削
減
を
図
る
た
め
、
生
ご

み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

　�

財
源
　
市
90
万
円

▼
環
境
政
策
課

●�

雨
水
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

１
億
１
４
３
３
万
円

　�

市
街
地
の
浸
水
対
策
を
維
持
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て
、
雨

水
ポ
ン
プ
場
（
松
島
町
）
の
排
水
ポ
ン
プ

２
台
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

　�

財
源
　

　
国
５
３
１
５
万
円
　

　
市
債
５
６
８
０
万
円

　
市
４
３
８
万
円

▼
下
水
道
施
設
課

まちづくりの目標 ５５　
地
域
の
歴
史
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
次

代
に
つ
な
ぎ
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
自
然
環
境
や
災
害
な

ど
に
配
慮
し
対
応
し
た
『
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼�

市
民
や
事
業
者
と
、
行
政
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の

生
活
環
境
は
も
と
よ
り
地
球
環
境
へ

の
配
慮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
啓
発
を

図
る
な
ど
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

▼�

自
然
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
全
・
安
心
に
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
防
災
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
危

機
管
理
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

▼�

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
市
民
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
る

な
ど
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

●
防
犯
灯
設
置
促
進
事
業

４
２
４
万
円

　�

各
行
政
区
が
行
う
防
犯
灯
の
設
置
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の

物
価
高
騰
に
よ
り
、
防
犯
灯
の
設
置
費
用

が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
補
助
限
度
額
を

増
額
し
ま
す
。

　�

財
源
　
臨
時
交
付
金
３
８
７
万
円

　
市
37
万
円
　
　
　
　
▼
防
災
危
機
管
理
課

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
【
新
】　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
７
３
万
円

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
用
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
買
替
え
や
事
業
所
の
省

エ
ネ
診
断
の
費
用
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
臨
時
交
付
金
１
８
２
６
万
円

　
市
２
４
７
万
円
　

▼
環
境
政
策
課

住
み
よ
い

住
み
よ
い
環
境
環
境
づ
く
り

づ
く
り

●
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
運
営
負
担
金

９
億
８
３
６
４
万
円

　�

消
防
事
業
を
行
う
伊
万
里
・
有
田
消
防
組

合
の
運
営
に
要
す
る
経
費
を
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
令
和
10
年
度
か
ら
県
内
５
消

防
本
部
（
局
）
に
よ
る
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー

の
共
同
運
用
化
に
向
け
て
必
要
と
な
る
経

費
を
負
担
し
ま
す
。

　�

財
源
　

　
繰
入
金
１
億
１
３
４
０
万
円

　
市
８
億
７
０
２
４
万
円

▼
消
防
調
整
課

●�

消
防
団
運
営
事
業
（
消
防
団
員
用
活
動
服

の
更
新
等
）　
　
　
　
　  

１
２
９
２
万
円

　�

消
防
団
員
の
活
動
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
平
成
30
年
度
以
前
に
配
備
し
た
活

動
服
を
夜
間
活
動
時
の
視
認
性
な
ど
に
、

よ
り
優
れ
た
現
行
の
活
動
服
に
更
新
し

ま
す
。

　�

財
源
　
県
１
６
３
万
円
　

　
市
１
１
２
９
万
円
　
　
　

▼
消
防
調
整
課

令和７年度　主な施策と予算
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●
婚
活
推
進
事
業
　
　
　
　
　
４
４
８
万
円

　�

結
婚
を
希
望
し
て
い
る
独
身
男
女
に
対
し

て
出
会
い
の
場
の
提
供
や
、
相
談
な
ど
に

よ
る
結
婚
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

結
婚
を
機
に
市
内
に
居
住
す
る
夫
婦
に
対

し
、
一
定
の
条
件
の
も
と
新
生
活
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
２
０
０
万
円
　
繰
入
金
２
４
０
万
円

　
市
８
万
円
　
　
　
　
　
　
▼
企
画
政
策
課

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

　（
伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
等
官
民
連

　
携
導
入
可
能
性
調
査
【
新
】）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
９
１
万
円

　
福
田
地
区
に
位
置
す
る
伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
や
佐
賀
県
施
設
の
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
、

福
田
マ
リ
ー
ナ
の
更
な
る
活
用
を
目
指
し
、
佐

賀
県
と
連
携
し
利
活
用
に
向
け
た
施
設
整
備

な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
国
５
９
８
万
円
　

　
県
１
１
９
５
万
円
　

　
繰
入
金
５
９
０
万
円
　
市
８
万
円

▼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課

令和７年度　主な施策と予算
まちづくりの目標６６

自
立
と
協
働
の

自
立
と
協
働
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り

づ
く
り

　
直
面
す
る
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
効
率
的
で
自
立
し
た
自
治

体
経
営
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
市
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
『
自
立

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼�

ま
ち
づ
く
り
団
体
や
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
、
市
民
活
動
の

新
た
な
担
い
手
づ
く
り
に
努
め
る
な

ど
、
市
民
み
ず
か
ら
が
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

▼�

性
別
や
年
齢
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

▼�

市
税
や
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
の

適
正
な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
直
面

す
る
行
政
課
題
に
対
し
、
限
ら
れ
た
行

政
資
源
の
有
効
な
活
用
を
図
る
ほ
か
、

他
自
治
体
と
の
連
携
や
民
間
活
力
の

導
入
を
図
る
な
ど
、
効
率
的
で
効
果

的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

▼�

本
市
な
ら
で
は
の
魅
力
の
向
上
や
再
発

見
を
進
め
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
戦
略

的
に
市
外
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
移
住
・
定
住

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●

�

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
（
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
シ
ス

テ
ム
導
入
等
【
新
】）　
　
　
８
８
８
万
円

　
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
を
活
用
し
、
来
庁
者
の
滞
在
時
間
の
更

な
る
短
縮
を
図
る
た
め
に
ス
マ
ー
ト
窓
口

支
援
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
た
児
童

相
談
や
妊
産
婦
・
育
児
相
談
が
可
能
な
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
４
４
４
万
円
　
市
４
４
４
万
円

                               

▼
情
報
政
策
課

●
地
域
経
営
支
援
事
業
【
新
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
７
２
万
円

　�

地
域
力
向
上
を
図
る
た
め
、
暮
ら
し
の
中

の
困
り
ご
と
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る

た
め
の
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
住
民

主
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
２
７
０
万
円
　

　
市
２
万
円
　
　
　
　
　
▼
地
域
づ
く
り
課

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
募
集
事
業

14
億
６
１
６
０
万
円

　�

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
を
図
る
と
と
も

に
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
や
産
業
振
興
を
行
い

ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
14
億
６
１
６
０
万
円

▼
財
政
課

●
市
税
等
徴
収
事
業
（
セ
ミ
セ
ル
フ
Ｐ
Ｏ
Ｓ

レ
ジ
等
導
入
【
新
】）　
　
　
２
６
６
万
円

　�

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
を
活
用
し
、
窓
口
で
の
市
税
や
保
険
料

な
ど
の
公
金
収
納
支
払
い
時
に
お
い
て
、

待
ち
時
間
の
短
縮
や
納
付
方
法
の
拡
充
に

よ
る
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能
な
公
金
収

納
対
応
の
セ
ミ
セ
ル
フ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
を
導

入
し
ま
す
。
ま
た
、
公
金
収
納
の
電
子
納

付
を
普
及
促
進
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
配
備
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
１
３
３
万
円
　
市
１
３
３
万
円

▼
収
納
管
理
課
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１　貧　困　
　あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる

10　不平等　
　各国内および各国間の不平等を是正する

２　飢　餓　
　飢餓を終わらせ、食糧安全保障および栄養
改善を実現し、持続可能な農業を促進する

11　持続可能な都市
　包摂的で安全かつ強靱 (レジリエント )で
持続可能な都市および人間居住を実現する

３　保　健　
　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な
生活を確保し、福祉を促進する

12　持続可能な消費と生産
　持続可能な生産消費形態を確保する

４　教　育　
　すべての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し生涯学習の機会を促進する

13　気候変動
　気候変動およびその影響を軽減するため
の緊急対策を講じる

５　ジェンダー

　ジェンダー平等を達成し、すべての女性
および女児の能力強化を行う

14　海洋資源
　持続可能な開発のために海洋・海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する

６　水・衛生　
　すべての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する

15　陸上資源　陸域生態系の保護、回復、
持続可能な利用の推進、持続可能な森林の
経営、砂漠化への対処、並びに土地の劣化
の阻止・回復および生物多様性の損失を阻
止する

７　エネルギー　すべての人々の、安価か
つ信頼できる持続可能な近代的なエネル
ギーへのアクセスを確保する

16　平　和　持続可能な開発のための平
和で包摂的な社会を促進し、すべての人々
に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で説明責任のある包摂
的な制度を構築する

 ８　経済成長と雇用　包摂的かつ持続可
能な経済成長およびすべての人々の完全か
つ生産的雇用と働きがいのある人間らしい
雇用 (ディーセント・ワーク )を促進する

17　実施手段　持続可能な開発のための
実施手段を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する

９　インフラ、産業化、イノベーション
　強靱 (レジリエント )なインフラ構築、包摂的かつ持続可
能な産業化の促進およびイノベーションの推進を図る

　ＳＤＧｓとは、2015年に国連サミットで採択された、2030
年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標です。
　貧困、衛生、教育、経済成長や働きがい、格差、気候変動など、
21世紀の世界が抱える課題が包括的に挙げられており、17の
目標 (ゴール )と 169のターゲットから構成され、地球上の『誰
一人取り残さない』ことを誓っています。

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 17 の目標

【出所：国際連合広報センター】

　伊万里市は、ＳＤＧｓを推進し『未
来につながる持続可能都市 伊万里』
を目指します。
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